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研究成果の概要（和文）：本研究は世親(ヴァスバンドゥ)作『釈軌論』を対象とした総合的研究である。『釈軌
論』は五世紀・北西インド仏教圏域における経典解釈法と説法例集とを記録した大著であるが、サンスクリット
写本は未発見であり、唯一チベット訳の現存が確認されている。本研究は、『三啓集』をはじめとするサンスク
リット写本から『釈軌論』の平行文（阿含経典・馬鳴詩・世親の解説）を回収しつつ、『釈軌論』全体にわたる
チベット訳テキストと和訳とを整備した。かかる基礎研究を通して、①『釈軌論』の全体像、②瑜伽行派による
経典解釈法、③説法者としての世親の側面、④馬鳴(アシュヴァゴーシャ)から世親へと至る学的系譜が明らかと
なった。

研究成果の概要（英文）：This study focused on Vasubandhu's Vyakhyayukti, a compilation of discourses
 on methods for sutra exegesis handed down in the ancient and medieval Indian Buddhist tradition. We
 made a Tibetan text edition and Japanese translations of the entire text of Vasubandhu's 
Vyakhyayukti and Gunamati's Vyakhyayuktitika, restored the Sanskrit texts of the Agama scriptures 
and Asvaghosa's poetry quoted in them using the Sanskrit manuscript of the Tridandamala. This study 
has revealed (1) the content of the Vyakhyayukti in its entirety, (2) the traditional method of 
sutra exegesis in the Sarvastivada, (3) Vasubandhu's role as a preacher (dharmakathika), and (4) the
 scholarly genealogy from Asvaghosa to Vasubandhu.

研究分野：仏教学

キーワード： 阿含経典　大乗経典　経典解釈　大乗仏説論　サンスクリット写本

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
『釈軌論』は五世紀・北西インド仏教圏域における阿含経典／大乗経典の受容史と、当時・当地における説法者
による布教の実際とを記録する。そのため、『釈軌論』は従来未解明であった仏教僧侶の諸側面に光をあてる。
すなわち①一人の仏教者の内に阿含と大乗とが矛盾なく両立すると示していること、②ひとの多様性を前提とし
た経典受容のあり方が模索されていること、③仏教の学修の起点として「仏陀のことばを敬聴する」という実践
が提示され、次代の育成が強く意識されていること、④大乗仏教が興隆する時代情況のなか阿含経典と馬鳴詩と
が再評価されていること、である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
 本研究は紀元後 5世紀・北西インドの仏教僧ヴァスバンドゥ（Vasubandhu, 世親）の手になる
『釈軌論』（Vyākhyāyukti）の文献学的研究である。『釈軌論』は大きく分けて二つの主題をもつ。
一方は、阿含経典を一語一句精確に解釈するための経典解釈方法論である。他方は、阿含経典を
初学者に解説する際の説法例集である。前者は「経典をどのように受けとめるか」に焦点を当て
た仏教受容の詳細でもあり、後者は「経典をどのように伝えるか」に焦点を当てた布教の記録で
もある。この二つの主題は「仏教の継承」という一点において結びつく。 
 5 世紀以降、『釈軌論』は広く仏教者に参照され、その伝統は中後期インド仏教からチベット
仏教に至るまで続く。世親以降の経典注釈文献は大抵が『釈軌論』の所説を念頭に置いており、
14世紀チベットの『プトン仏教史』に至っては『釈軌論』に基づく仏教概論が展開されている。 
 ところが『釈軌論』を対象とする先行研究は少ない。その最大の理由はサンスクリット原典が
未だ発見されておらず、参照可能な一次資料がチベット訳に限られる点にある。また『釈軌論』
の解釈対象である阿含経典（広義の説一切有部系）はサンスクリット・漢訳・チベット訳のいか
なる言語においても完全には現存しない。そのため『釈軌論』の研究に際しては、原典の不在と、
解釈対象である阿含経典の原典の不足という二重の困難が伴う。 
 さらに、『釈軌論』は他の「世親論書」とは異なり漢訳されることがなかったため、東アジア
の仏教世界に全く届いておらず、漢訳仏典に基づく伝統的知見の恩恵を直接得ることも難しい。
そうした要因から、『釈軌論』の重要性は以前より認識されていたものの、これまでさほど研究
の対象とされてこなかった。 
 その一方、阿含経典研究は近年、長足の進歩を遂げている。参照し得る写本史料、活用し得る
工具書も格段に増え、『釈軌論』に世親が引用する阿含経典の出典を一定程度推測し得る状況を
迎えている。 
 こうした背景を承け、報告者らは『釈軌論』の全体にわたる校訂テキストと和訳の作成を目的
として、本研究を開始した。 
 
２．研究の目的 
 
 本研究の目的は、『釈軌論』の基盤資料（校訂テキストと和訳）を構築することに他ならない。
『釈軌論』は第一に経典解釈を主題とする。経典、すなわち「仏陀のことば」をどのように解釈
すべきか、という点は、全仏教徒にとって最も根源的な課題のひとつであり、この課題に一つの
示唆を与えるのが『釈軌論』である。したがって、漢訳がないため東アジア仏教世界に伝播して
おらず、その重要性が見逃されてきた『釈軌論』の基盤資料を構築する点にこそ、本研究の眼目
がある。 
 
３．研究の方法 
 
 『釈軌論』は全五章から構成される。報告者らはその第 1章（上野牧生「『釈軌論』第一章の
研究」大谷大学博士学位請求論文、2009）、第 2章（堀内俊郎『世親の阿含経解釈−−『釈軌論』
第２章訳註−−』山喜房仏書林、2016）、第 4章（堀内俊郎『世親の大乗仏説論−−『釈軌論』第四
章を中心に−−』山喜房仏書林、2009）については既に校訂テキストと和訳の作成を一定程度完了
していたため、残る第 3章と第 5章の校訂テキストと和訳を作成した。その際、グナマティの手
になる『釈軌論注』（Vyākhyāyuktiṭīkā）の校訂テキストと和訳もあわせて作成した。 
 かくして『釈軌論』『釈軌論注』の全体にわたる校訂テキストと和訳を整えた後、校訂テキス
トと和訳の精度を上げるための作業として、『釈軌論』の各所に引用される阿含経典と、『釈軌論』
に見られる世親の経典解釈文のサンスクリット回収を行った。その回収作業にあたっては、既刊
の校訂本を探索するに留まらず、報告者ら自身が様々なサンスクリット写本を解読し、結果とし
て幾つかの阿含経典（後述）と世親の経典解釈文を見出した。 
 さらに、『釈軌論』の歴史的文脈をより精確に把握するための作業として、『釈軌論』と平行す
る内容を有する『瑜伽師地論』「摂釈分」（*Vyākhyāsaṃgrahaṇī）と世親『縁起経釈論』
（Pratītyasamutpādavyākhyā）の一部、また『釈軌論』に基づいてインド仏教を概論する『プトン
仏教史』（Bu ston chos ʼbyung）第 1章全体についても、校訂テキストと和訳を作成した。 
 総じて、本研究は文献学的研究方法を用いて、世親が参照したであろう阿含経典とアシュヴァ
ゴーシャ（馬鳴）詩、『釈軌論』と全く同一の主題を論じる『瑜伽師地論』「摂釈分」、『釈軌論』
における経典解釈法を適用した世親自身による別著『縁起経釈論』、そして『釈軌論』と『縁起
経釈論』を参照したヴィーリヤシュリーダッタ『決定義経注』（Arthaviniścayasūtranibandhana）、
ハリバドラ『現観荘厳光明論』（Abhisamayālaṃkārālokā prajñāpāramitāvyākhyā）の、各種サンス
クリット写本・チベット語写本を参照した上で、それら諸文献自体のテキスト校訂と和訳を作成
しつつ、『釈軌論』の校訂テキストと和訳を整備した。 



４．研究成果 
 
 新しく得られた知見は以下のとおりである。 
 
①『釈軌論』の全体を通して描かれる「仏教の継承」 
 世親は『釈軌論』第 1章から第 4章にかけて、「経を解釈しようと望む者」に向け経典解釈法
を語る。一方、第 5章では「説法者」に向け説法の見本を語る。この両者は、実は同一の仏教者
を指す。すなわち、『釈軌論』では、阿含経典を多く聞き、聞を保持し、聞を積んだ経典解釈者
（説法者）が、教化対象者（vineya）に対し、最初に「仏陀のことばを敬って聴くこと」を説き、
続いて「五つの形式」に沿って経典解釈を説く、という道筋が示される。それとは反対に、学び
手である教化対象者は、敬いもって仏陀のことばに耳を傾け、聴聞を続け、そして出家者となり、
阿含経典を多く聞き、聞を保持し、聞を積み、やがて経典解釈者（説法者）になる、という道筋
が示される。つまり経典解釈者（説法者）とその教化対象者がたどる道筋は相承することになる。
したがって、伝え手（経典解釈者／説法者）から仏陀のことばを受けとった学び手（教化対象者）
が、さらに次代の学び手に仏陀のことばを受けわたす、という形での「仏教の継承」が『釈軌論』
の全体を通して描かれる。 
 
②教化対象者の多様性 
 世親の経典解釈は「阿含経典が教化対象者（所化）の多様性を前提として構成されている」と
の経典観によって支えられている。「五つの形式」からなる経典解釈法の第 1項「経典の目的」
によれば、我々教化対象者は常に愚昧であり、放逸であり、怯み怯えつつ、時に正しく修める者
である。仏陀のことばは、そうした我々の機根・時期などの多様性を前提とするものとしてある。
教化対象者が時機を得て仏陀のことばとであうとき、仏陀のことばは必ず、道を示し、あるいは
導き、あるいは励まし、あるいは喜びをもたらし、仏道を歩む勇気を与える。そのことばが必ず、
時機を得てその者に届くのであるから、そうした仏陀のことばに、無駄なもの、無益なものなど
なにひとつない。『釈軌論』における「目的」を趣意的に要約すればこのようになる。 
 仏陀のことばは「目的」をもつ。世親の経典解釈法では、それぞれの経典が独自の「目的」を
もつと同時に、各経典を構成する語句もまた、それぞれの「目的」をもつ。阿含経典は教化対象
者の貪・瞋・癡・慢などのふるまい（個々の有情において支配的な煩悩などの傾向性）に対する
対治としてあるため、仏陀のことばに敬いをもって注意深く耳を傾ける者は、その時その時の自
身の課題に応じた「経典の目的」を受けとることができる。一方、説法者たるものは、そのこと
ばに敬いをもって注意深く耳を傾ける重要性を語り続けるとともに、目の前にいる教化対象者
の時機に適う「経典」とその「目的」とを指し示すことが求められる。そうした「目的」が明示
されることで、教化対象者はその学修活動を開始することから、「経典の目的」が経典解釈法の
起点としてその冒頭に配置されたと推測される。 
 
③仏陀のことばを敬聴すること 
 『釈軌論』第 5章は、経典解釈を主題とする前四章と大きく異なり、仏陀のことばを「どのよ
うに聴くべきか」という一点に焦点が当てられる。そうした第 5章を貫く主題は「仏陀のことば
を敬って聴くこと」、すなわち「敬聴」である。この術語は世親自身が引用する『広義法門経』
（Arthavistara, 有部阿含では長阿含所属）に由来する。 
 世親によれば、敬意をもって仏陀のことばに耳を傾けることが、仏教の学修の始点に位置づけ
られる。仏教の実践の第一歩となるのは、何よりもまず敬聴である。そして、聴聞者が自ずから
聴こうとする姿勢をつくるのは、仏陀とその教え（また仏陀のことばを伝える説法者とその解釈）
に対する敬いである。聴き手の側に敬いがあってはじめて、聴き手は語り手のことばに真摯に耳
を傾け、そのことばが自身の内部に留まり続ける。敬いをもって聴聞することが、法を受け容れ
る「器」となるための第一歩である。そして『釈軌論』第 5章では、説法者の視点から、仏陀の
教えを伝える者は、聴き手を「教えの器たるもの」とするため、聴き手に「敬聴」というあり方
を促すべきだとする。 
 
④馬鳴から世親へ 
 『釈軌論』の校訂テキストと和訳の精度を上げるため、『釈軌論』と『釈軌論注』に引用され
る阿含経典と馬鳴詩のサンスクリット回収に努めた結果として、従来未解明であった阿含経典
および馬鳴詩のサンスクリットを見出した。具体的には、貝葉写本『三啓集』（Tridaṇḍamālā）の
なかに以下の阿含経典を見出した。 
 ・『釈軌論』第 1章に引用される『無常経』（増一阿含所属と推定） 
 ・『釈軌論』第 2章に引用される、華鬘の譬喩を説く経典（増一阿含所属と推定） 
 ・『釈軌論』第 5章に引用される『八無暇有暇経』（中阿含所属と推定） 
 これらの阿含経典については、松田和信名誉教授（佛教大学）の研究協力を得て、その全体に
わたるテキスト校訂と和訳を公表した。 
 また、『釈軌論』の最後部では『荘厳経論』（*Sūtrālaṃkāra）と世親が呼ぶ、『大乗荘厳経論』
とは異なる出典、おそらくは馬鳴による『荘厳経論』から韻文 2偈が引用されている。その引用
でもって『釈軌論』は締め括られる。そのほか、第 5章では様々な馬鳴詩が引用され、『ブッダ



チャリタ』をはじめとする馬鳴詩に基づく説法の事例が示されている。それら馬鳴詩の一部を、
同じく『三啓集』から回収した。阿含経典への「回帰」という『釈軌論』全体の方向性も含め、
世親は馬鳴に大きく依拠していること、言い換えれば、馬鳴から世親へと至る学的系譜が新たに
見出された。 
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